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篠
崎
寿
子
宛

一
九
三
九
年
二
月
付

第
六
十
一
信

七
十
四
・
五
信
落
手
し
ま
し
た
。
多
忙
で
暫
ら
く
文
通
お
く
れ
て

す
ま
な
か
っ
た
。

絶
へ
ず
気
に
な
り
つ
つ
、
疲
れ
て
寝
る
の
で
仕
方
な
く
…

其
后
相
変
ら
ず
の
張
り
切
り
で
す
。
最
近
情
報
活
溌
で
す
。

一
面
復
興
都
市
の
Ｎ
市
も
相
変
ら
ず
潜
入
分
子
活
動
し
、
全
市
は

悪
化
／
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
上
海
の
テ
ロ
化
と
相
通
じ
て
ゐ
ま
す
。

警
備
司
令
部
だ
け
あ
っ
て
／
小
生
ら
の
緊
張
特
別
で
す
。
日
直
も

十
一
時
迄
、
相
当
な
も
の
。

当
市
と
相
対
応
し
て
近
効〔
郊
〕の
守
備
地
区
も
大
討
伐
を
や
っ
て

ゐ
ま
す
。

江
南
地
区
も（
全
面
的
に
重
慶
政
府
の
密
令
ら
し
い
）活
溌
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
日
は
不
幸
な
ニ
ュ
ー
ス
を
書
か
ね
ば
な
ら
ぬ
…
と
云
ふ
の
は

武
村
隊
は
当
市
よ
り
十
五
里
東
方
の
山
中
の
部
落
に
ゐ
る
が
、
突

然
／
敵
主
力
と
衝
突
、
直
ち
に
討
伐
に
移
っ
た
が
、
三
日
三
晩
の

追
撃
戦
／
に
多
数
の
行
方
不
明
と
戦
死
を
聞
ひ
た
が
、
本
部
へ
の

情
報
に
よ
り
、
／
山
本
大
隊
だ
け
で
八
十
名
近
く
、
中
隊
だ
け
で

二
十
名
と
判
明
、
思
は
ず
黙
冥
を
捧
げ
／
ま
し
た
。
奥
ノ
坊
、
坂

本
、
第
三
機
関
銃
隊
等
各
々
相
当
出
し
て
ゐ
ま
す
。

今
は
再
起
不
能
に
陥
っ
て
ゐ
る
そ
う
で
す
。
お
前
も
朝
夕
仏
前
に

英
霊
を
悼
／
ん
で
や
っ
て
下
さ
い
。
今
日
は
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
哀

悼
の
一
日
で
し
た
。

　
か
く
の
如
く
Ｎ
市
を
中
心
に
江
南
地
区
は
旧
正
を
控
へ
緊
張
で

す
。

敗
残
兵
、
土
匪
、
大
刀
会
匪
、
正
規
軍
、
雑
軍
に
は
閉
口
で
す
。

　
近
く
二
次
討
伐
を
や
る
で
せ
う
。
小
生
も
本
部
よ
り
何
か
の
形

で
護
国
の
／
英
霊
に
対
し
て
と
む
ら
ひ
を
や
り
ま
す
。
日
直
な
ど

情
報
の
あ
る
時
は
／
賢
明
な
連
絡
を
と
り
、
措
置
の
対
策
に
歯
を

食
ひ
し
ば
っ
て
、
奔
走
し
て
ゐ
ま
す
。

3 ２０２０年企画展「戦没学生と岩手農民兵士の軍事郵便展」

１９１０年（明治４３）３月２日生。
奈良県出身。
同志社大学予科を経て、３１年（昭和６）、同文学部
英文学科進学。

３５年卒業。新聞記者を希望するが果たせず、大
阪市立東第二商業学校の英語科の教員となる。

３７年２月、結婚。
３７年１１月、大阪逓信局逓信講習所英語科教官と
なる。

３８年４月、補充兵として応召、奈良の歩兵第３８連
隊に入営。

３８年８月、南京の中支派遣軍岩松部隊司令部付
となり、新聞班に配属。のち警備班に配属。

４０年１月、前線に配置され、討伐戦に参加。
４０年５月、召集解除。
４１年１月、女児誕生。
４１年８月、再度応召。
４１年９月、平壌の尼崎隊に所属。後、南海派遣軍
に属し、東部ニューギニアに転戦。

４４年１月１８日、東部ニューギニアにて戦死。
享年３３歳。
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謹
啓

時
下
炎
暑
之
此
ろ
其
の
后
は
意
外
の
御
無
音
／
に
打
過
ぎ
居
り
候

処
、
御
家
内
様
に
は
如
何
／
御
起
居
を
遊
候
哉
。
定
め
し
御
勇
健

の
由
と
／
乍
蔭
も
推
察
仕
り
候
。
小
生
に
於
て
も
元
気
時
々
／
盛

在
勤
罷
在
り
候
間
、
乍
他
事
御
安
心
／
下
さ
れ
度
、
当
地
は
此
の

頃
は
毎
日
の
如
く
／
雨
天
に
て
閉
口
致
し
居
り
候
。
尤
も
昨
年
／

に
比
し
て
降
雨
多
き
と
の
事
に
御
座
候
。

露
人
の
噂
に
は
当
地
は
雨
多
け
れ
ば
／
豊
年
と
云
ふ
の
で
目
下
作

物
は
上
景
／
気
に
御
座
候
。
作
物
と
し
て
は
内
地
と
左
程
／
相
違

ひ
な
く
候
。
□
□
駐
兵
も
永
引
く
／
事
と
存
じ
、
其
の
つ
も
り
に

て
諸
準
備
致
／
し
居
り
候
と
こ
ろ
、
遂
に
本
年
中
に
再
び
／
内
地

に
帰
還
成
し
得
る
様
子
に
御
／
座
候
。
当
守
備
地
は
右
翼
第
一
線
、

／
而
も
元
来
全
部
赤
パ
ル
な
り
し
炭
鉱
／
地
に
在
之
候
故
、
堡
畳

も
設
け
泥
港
／
の
二
の
舞
を
せ
ざ
る
様
中
々
警
備
／
至
極
厳
に
致

し
居
り
候
。
五
月
至
六
月
／
に
於
て
は
所
々
鉄
道
爆
破
の
事
／
件

も
多
く
、
時
々
汽
車
不
通
と
成
り
し
時
／
有
之
候
得
共
、
本
月
に

入
り
て
は
パ
ル
チ
ザ
ン
／
不
逞
鮮
人
馬
賊
等
の
暴
動
も
減
少
／
す

る
に
至
り
従
来
是
彼
等
の
出
没
を
聞
／
知
し
、
其
の
都
度
吾
人
の

志
気
を
刺
激
／
す
る
事
幾
間
な
ら
ざ
る
に
知
ら
ざ
る
は
聊
か
／
物

足
ら
ぬ
感
な
ら
ん
。
是
れ
或
は
／
日
本
軍
の
撤
退
近
く
に
有
る
を

知
し
に
／
非
ら
ざ
や
と
判
断
せ
ら
れ
候
。
情
報
に
／
依
れ
ば
赤
パ

17 ２０２０年企画展「戦没学生と岩手農民兵士の軍事郵便展」

岩手県和賀郡藤根村長沼出身。
１９００年１０月１０日生まれ。
１９２０年１２月１０日弘前の歩兵３１連隊に
入営。

１９２１年２月２日機関銃隊に選抜。
１９２２年８月下旬西シベリアへ。
１９３０年１月頃盛岡の騎兵第２３連隊機
関銃隊の４入隊。

１９３１年１月９日上等兵になる。
１１月２３日除隊。
１９３７年８月３１日入隊。
１１月頃から山西省太原派遣。
１９３９年２月１日藤根に帰還。
１９９１年１１月２０日死去。
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岩手県江刺郡岩谷堂出身。
１９０４年生まれ。（推算）
結婚し子ども２人いる。
１９３９年４月１９日　中国華北山西省
浮山県米家垣郷にて戦死。

３５歳。
陸軍曹長。
書簡執筆時、北支派遣軍　第１０８
師団　歩兵第５２連隊所属か。
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一
九
三
八
年
六
月
十
五
日
付

拝
啓
　
其
後
は
御
無
沙
汰
致
し
ま
し
た
。
家
の
中
に
は
御
変
り
あ

り
ま
せ
ん
か
。
日
に
増
し
御
忙
し
／
い
事
で
御
座
い
ま
せ
う
。
先

頃
甫
君
か
ら
御
手
紙
頂
き
ま
し
た
が
、
聞
く
所
に
依
れ
ば
仕
事
は

案
外
進
ん
／
で
居
る
と
か
。
日
出
田
で
は
遅
れ
て
居
る
と
て
ね
。

林
檎
も
相
当
成
っ
た
話
に
喜
こ
ん
で
居
り
ま
す
。
／
袋
掛
け
さ
へ
、

あ
ん
ま
り
遅
れ
な
け
れ
ば
、
良
い
が
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。

左
野
向
で
は
買
っ
た
小
屋
を
二
間
半
に
五
間
の
馬
屋
に
建
て
た
と

か
、
御
父
さ
ん
も
幾
等
喜
こ
ん
で
／
居
る
こ
と
や
ら
、
喜
び
勇
さ

ん
で
若
い
者
よ
り
も
元
気
で
御
励
み
の
事
で
せ
う
。

降
て
、
私
は
無
事
で
御
奉
公
致
し
て
居
り
ま
す
か
ら
、
御
安
心
下

さ
い
。
先
頃
御
守
を
／
送
っ
て
頂
い
て
か
ら
間
も
無
く
で
し
た
が
、

自
動
車
に
て
荷
物
を
運
搬
し
て
行
く
時
、
敵
の
／
居
る
所
を
前
進

せ
ん
と
し
て
包
囲
せ
ら
れ
、
余
り
敵
の
数
が
多
い
の
で
引
き
帰
り

ま
し
た
／
が
、
帰
る
時
部
落
の
中
で
小
銃
、
機
関
銃
、
手
榴
弾
を

頭
上
や
四
方
八
方
か
ら
射
た
れ
／
自
動
車
に
沢
山
あ
た
り
、
戦
死

者
も
あ
り
負
傷
者
も
あ
り
ま
し
た
が
、
俺
の
乗
っ
て
／
居
る
自
動

車
は
機
関
部
を
つ
ら
ぬ
き
、
運
転
手
の
右
手
を
か
す
っ
た
の
み
。

其
の
外
の
弾
丸
は
／
機
関
部
に
止
っ
た
り
鉄
板
で
止
ま
っ
た
り
し

て
運
良
く
傷
も
付
か
ず
に
帰
り
ま
し
た
。

　
　
六
月
十
五
日
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安
部
勝
雄
軍
事
郵
便
書
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妻
輝
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一
九
三
八
年
九
月
頃

近
頃
ど
う
も
家
の
方
の
夢
を
見
る
の
で
、
何
か
変
っ
た
事
が
な
け

れ
ば
よ
い
が
と
思
っ
て
居
り
ま
し
た
。

父
さ
ん
や
御
母
さ
ん
の
所
も
見
ま
し
た
の
で
、
ハ
テ
ハ
テ
と
思
っ

て
居
り
ま
し
た
が
、
云
っ
て
や
れ
ば
心
配
す
る
／
事
だ
ら
う
と
思

っ
て
、
だ
ま
っ
て
居
り
ま
し
た
が
、
四
、
五
日
に
な
る
が
、
何
等

当
方
に
は
変
っ
た
事
／
が
あ
り
ま
せ
ん
。
子
供
に
手
紙
書
い
た
日

で
し
た
。
家
の
事
は
先
ず
火
の
用
心
、
子
供
等
の
注
意
、
／
飲
食
、

水
、火
に
注
意
す
る
よ
り
外
は
あ
り
ま
す
ま
い
。作
柄
は
如
何
で
す
。

二
百
十
日
、
二
十
日
と
過
／
ぎ
れ
ば
、
其
の
作
も
大
体
相
場
が
き

ま
っ
た
で
せ
ふ
。
豆
、
小
豆
も
あ
か
る
み
初
め
た
頃
で
せ
う
。

林
檎
や
梨
、
ブ
ド
ウ
も
御
金
に
な
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。
物
価
の

高
い
時
だ
が
、
無
駄
を
／
は
ぶ
く
時
節
だ
か
ら
主
食
物
以
外
の
も

の
は
格
高
に
も
な
り
ま
す
ま
い
。
次
に
俺
等
で
す
／
が
、
近
頃
、

一
ケ
所
に
一
ケ
月
余
り
も
警
備
し
て
居
り
ま
し
た
ら
、
様
々
な
噂

が
飛
び
廻
り
、
交
代
兵
が
／
内
地
を
立
っ
て
来
た
か
ら
、
大
正
十

三
年
以
前
徴
集
の
兵
隊
は
交
代
し
て
帰
る
ん
だ
な
ど
と
云
っ
て

居
り
ま
し
た
所
、
若
い
兵
隊
さ
ん
達
が
沢
山
来
ま
し
た
。
今
日
の

汽
車
に
も
乗
っ
て
来
る
と
／
云
っ
た
形
で
し
た
が
、
な
ん
の
こ
っ

た
。
交
代
な
ど
と
は
大
き
な
間
違
ひ
で
欠
員
に
な
っ
て
居
る
部
／

隊
の
補
充
員
で
す
。
多
分
此
の
部
隊
に
も
来
る
事
で
せ
う
。
漢
口

の
陥
落
も
近
い
／
内
だ
ら
う
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。
今
日
、
西
安

も
攻
撃
開
始
に
な
り
ま
せ
う
。
私
等
も
近
い
内
に
／
動
く
事
と
思

ひ
ま
す
。
こ
ん
な
こ
と
は
話
せ
な
い
事
で
す
け
れ
ど
、
君
に
丈
申

上
て
置
き
ま
す
。

北
支
は
、
雨
不
足
な
所
で
す
が
、
二
百
十
日
過
ぎ
は
割
に
雨
降
り

が
多
く
、
今
日
も
サ
ラ
サ
ラ
と
／
降
っ
て
居
り
ま
す
。
昨
夜
も
電

線
を
切
断
さ
れ
て
迷
惑
し
ま
し
た
が
、
土
民
を
一
ち
一
ち
い
じ
／

め
て
も
居
ら
れ
な
い
か
ら
、
愛
撫
し
て
幾
等
で
も
仕
事
に
従
事
す

る
様
に
と
思
っ
て
居
／
り
ま
す
と
、
そ
れ
に
付
け
込
ん
で
土
民
の

ふ
り
し
て
悪
戯
し
て
歩
か
れ
ま
す
の
で
、
ほ
ん
と
に
／
こ
ま
り
ま

す
。
長
い
距
離
だ
か
ら
守
り
切
れ
な
い
様
な
訳
、
又
、
何
れ
が
悪

41 ２０２０年企画展「戦没学生と岩手農民兵士の軍事郵便展」

　
　
　
３
  岩
手
戦
没
農
民
兵
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軍
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郵
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